
関西広域救急医療連携計画（中間案）について 

 

令和２年１１月１９日 

広 域 医 療 局 

 

１ 改訂の考え方 
 

   「安全・安心の４次医療圏”関西”」の実現を目指し、広域医療連携のさらなる 

充実・深化を図りながら、新型コロナウイルスをもとより、新たな感染症が流行した 

場合であっても連携を推進できるよう、「コロナを克服する社会における医療連携」として 

「第４期・関西広域救急医療連携計画」を策定する。 

 

２ 計画期間 
 

令和３年度から令和５年度まで 

 

３ 重点方針と新たな取組（案）   ※下線は新たな取組み 
 
（１）広域救急医療体制の充実 

   ・ドクターヘリネットワークの拡大「空の連携・陸の連携」 

  ・ドクターヘリにおける感染症対策 

   ・関西広域連合のドクターヘリ事業を「関西モデル」として全国発信 
   
 （２）災害時における広域医療体制の強化 
    ・コロナをはじめとする感染症対策に係る広域連携の推進 

   ・災害医療コーディネーター等、災害医療人材の更なる養成 

  ・災害拠点病院の連携促進 

  ・ＣＢＲＮＥ災害（テロ攻撃、爆発事故など）への対策   
   
 （３）課題解決に向けた広域医療連携体制の構築 
   ・依存症対策の広域連携及び薬物乱用防止対策の充実 

  ・医療分野におけるＳｏｃｉｅｔｙ５．０の推進 

  ・外国人患者への対応 

  ・子どもの事故防止の啓発 

 

４ スケジュール（予定） 
 
  令和２年１１月１９日 連合委員会（中間案） 

  令和２年１２月１２日 防災医療常任委員会 

  令和２年１２月    パブリックコメント 

   令和３年 １月２８日 連合委員会（最終案） 

  令和３年 ２月２７日 ２月議会に上程 
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